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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第３四半期連結累計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 6,864,761

経常利益（千円） 201,789

四半期純利益

（千円）
71,146

四半期包括利益

（千円）
92,785

純資産額（千円） 3,248,803

総資産額（千円） 4,210,956

１株当たり四半期純利益金額（円） 14.26

潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額（円）
13.93

自己資本比率（％） 77.2

　

回次
第14期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自平成25年１月１日
至平成25年３月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 9.13

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第３四半期連結累計期間及

び前連結会計年度の経営指標等については、記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、第１四半期連結会計期間において、重要性が増したため当社子会社であるVoltage Entertainment USA, Inc.

を連結の範囲に含めております。

また、平成24年６月30日付でその他の事業を閉鎖したため、当社グループは第１四半期連結会計期間よりモバイル

コンテンツ事業の単一セグメントとなりました。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社は第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及び前連

結会計年度末との比較分析は行っておりません。

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、4,210,956千円となりました。その主な内訳は、現金及び預金1,640,554千

円、売掛金1,752,496千円であります。

負債は、962,152千円となりました。その主な内訳は、買掛金132,686千円、未払費用696,911千円であります。

純資産は、3,248,803千円となりました。その主な内訳は、資本金882,803千円、資本剰余金848,403千円、利益剰余金

1,496,775千円であります。

　

(2)経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州債務問題や米国財政問題等、先行き不透明な海外景気に対

し、新政権による経済対策や金融政策を背景に急激な円安となり、輸出環境の改善、大企業の収益改善の兆しが見ら

れ、個人消費も持ち直しの動きが見られました。

モバイルビジネスを取り巻く環境として、スマートフォン契約比率(注１)は、平成25年３月末の37.2％から平成26年

３月末には49.3％に増加し、平成26年度中には国内全体でのスマートフォン契約数が過半数に達すると予測されてお

ります(注２)。

　

日本市場における、当社を取り巻く環境とその影響に関し、以下のように整理しています。

①当社の主たるユーザーである若年層では、昨今、スマートフォン契約比率が過半数を超えつつある。

②これにより、当社事業を取り巻くプラットフォーム(以下、PF)環境が激変している。当社の推定では、フィー

チャーフォンにおいて支配的だったキャリア公式PF(注３)向けとソーシャル専業PF(注４)向け市場が急速に減少

し、代わりに、スマートフォンにおいて支配的であるOS系PF(注５)向け市場が勢いよく拡大している。

③当社の組織体制はスマートフォン向けへの再編を進めていたが、この環境変化に対し、OS系PF対応の遅れが顕著

になった。業績は第２四半期まで好調に推移していたが、第３四半期は厳しい状況になった。

　

北米市場は成長を続けています。App Store国別売上ランキングで北米が１位、日本が２位となり、北米と日本の市

場規模は世界でずば抜けて大きくなりました(App Annie Intelligence調べ)。

当社が北米市場に向けて投入した13タイトルのうち７タイトルが、米国の「Top Grossing iPhone Entertainment

Apps」において、上位20タイトル中にランクインするという結果を出すことができました(平成25年３月８日時点)。

　

これらにより、国内では、ソーシャル専業PF向けとキャリア公式PF向けの売上は下落傾向となりました。一方、海外

タイトルは会社計画を上回り順調に拡大しましたが、規模が小さく、国内向けの売上減少を補てんするには至りませ

んでした。

　

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は6,864,761千円、営業利益は174,984千円、経常利益は

201,789千円、四半期純利益は71,146千円となりました。

　
（注）１．スマートフォン契約比率：スマートフォンとフィーチャーフォンを合わせた端末総契約数に占めるスマートフォンの割合

２．出所：株式会社MM総研「スマートフォン市場規模の推移・予測（13年３月）」 平成25年３月28日発表
３．キャリア公式PF：NTTドコモ、KDDI、ソフトバンクモバイルが運営するサイト
４．ソーシャル専業PF：GREE、Mobage、mixi、Ameba等のSNS PF
５．OS系PF：App Store、Google Play等のアプリマーケット
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当第３四半期連結累計期間の主な取り組みは、以下の通りであります。

なお、当社グループは第１四半期連結会計期間より、モバイルコンテンツ事業の単一セグメントとなりましたので、

従来記載しておりましたセグメントの業績については記載を省略しております。　

　

（ソーシャルアプリBU）

第５世代化（ファームアバター）新規タイトル「ルームシェア 素顔のカレ」を投入し、順調に立ち上がりまし

た。

一方で、自社PF「女子ゲー」でネイティブアプリを提供開始する等、SNS PFを限定的に拡大しました。集客は、サ

イト間導客に努めました。

　

（キャリア公式BU）

シーズン展開タイトル「今夜アナタと眠りたい シーズン２」を投入し、再入会者の増加と顧客単価の向上につ

ながりました。

一方で、スマートフォンアプリとして先行投入していた「復讐のキスをあなたに」を、キャリア公式サイトに新

規タイトルとして投入する等、スマートフォン向けの拡大を図りました。　

　

（スマートフォンアプリBU）

不発だったアプリ開発ライブラリ「A-Vapl1.0」を、料金体系の最適化とタブレット対応を図るべく

「A-Vapl2.1」へと進化させました。この「A-Vapl2.1」での初タイトルとして「悪魔と恋する10日間」を投入しま

した。集客は、好調だったアニメ風テレビCM「誓いのキスは突然に」を平成25年１月に出稿しました。

　

（海外コンテンツグループ）

スマートフォンアプリとして、英語翻訳版「My Sweet Bodyguard」(注６)等の新規６タイトルを投入、ソーシャル

アプリとして、英語翻訳版「Celebrity Darling for GREE」(注７)等の新規２タイトルを投入しました。また、「My

Sweet Bodyguard」をFacebook版ソーシャルアプリとして投入しました。

　

（海外子会社）

「Glass Stilettos in Manhattan」(注８)等の新規４タイトルを、スマートフォンアプリとして投入しました。中

でも、新たなイラストのテイストを試みた「Knight of My Heart」(注９)が、順調に立ち上がりました。

　
（注）６．邦訳タイトル名：「恋人は専属SP☆プレミアム」

７. 邦訳タイトル名：「ダーリンは芸能人 LAST◆SCANDAL」
８. 邦訳タイトル名：「眠らぬ街のシンデレラ」

９. 邦訳タイトル名：「愛を捧ぐ伝説の騎士」　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,120,000

計 15,120,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年５月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,004,858 5,011,458
東京証券取引所

（市場第一部） 

　完全議決権株式で

あり、株主としての

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

　また、単元株式数は

100株となっており

ます。

計 5,004,858 5,011,458 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年５月１日からこの四半期報告書までの新株予約権行使により発行された株

式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年１月１日～

平成25年３月31日 

（注）１　

11,7135,004,8581,969 882,803 1,969 848,403

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

      ２．平成25年４月１日から平成25年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が6,600株増

加、また、資本金及び資本準備金がそれぞれ1,126千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

　 　

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　  200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,989,900 49,899
権利内容に限定のない標

準となる株式

単元未満株式 普通株式　　  3,045 － －

発行済株式総数 4,993,145 － －

総株主の議決権 － 49,899 －

　　

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ボルテージ
東京都渋谷区恵比寿

四丁目20-３　
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

なお、当社は第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりませ

ん。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,640,554

売掛金 1,752,496

前払費用 44,716

繰延税金資産 49,288

その他 15,316

貸倒引当金 △15,543

流動資産合計 3,486,828

固定資産

有形固定資産 227,951

無形固定資産 219,013

投資その他の資産 277,163

固定資産合計 724,127

資産合計 4,210,956

負債の部

流動負債

買掛金 132,686

未払金 29,881

未払費用 696,911

未払法人税等 4,357

賞与引当金 66,552

その他 30,991

流動負債合計 961,380

固定負債

長期未払費用 772

固定負債合計 772

負債合計 962,152

純資産の部

株主資本

資本金 882,803

資本剰余金 848,403

利益剰余金 1,496,775

自己株式 △196

株主資本合計 3,227,784

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 21,018

その他の包括利益累計額合計 21,018

純資産合計 3,248,803

負債純資産合計 4,210,956
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 6,864,761

売上原価 1,935,948

売上総利益 4,928,812

販売費及び一般管理費 4,753,828

営業利益 174,984

営業外収益

受取利息 598

為替差益 24,574

雑収入 1,631

営業外収益合計 26,804

経常利益 201,789

特別損失

固定資産除却損 514

特別損失合計 514

税金等調整前四半期純利益 201,274

法人税、住民税及び事業税 163,452

法人税等調整額 △33,325

法人税等合計 130,127

少数株主損益調整前四半期純利益 71,146

四半期純利益 71,146
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 71,146

その他の包括利益

為替換算調整勘定 21,638

その他の包括利益合計 21,638

四半期包括利益 92,785

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 92,785
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自 平成24年７月１日　至 平成25年３月31日）　

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、重要性が増したためVoltage Entertainment USA, Inc.を連結の範囲に含めて

おります。

　

【会計方針の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自 平成24年７月１日　至 平成25年３月31日）　

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。　

 

【追加情報】

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）　

当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項は以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結累計期間

（自 平成24年７月１日　至 平成25年３月31日）　

１．連結の範囲に関する事項 連結子会社の数　　１社

連結子会社の名称　Voltage Entertainment USA, Inc.

２．持分法の適用に関する事項　 該当事項はありません。　

３．連結子会社の四半期決算日等に関する

事項　

連結子会社の四半期決算日と四半期連結決算日は一致しております。　

　

４．会計処理基準に関する事項　 (１)重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物附属設備　　　　　４年

工具、器具及び備品　　４～５年　

②無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

見込期間（３年）による定額法を採用しております。

(２)重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

　売上債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

勘案して、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与に備えるため、支給見込額に基づき計

上しております。

(３)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、四半期連結決算日の直物為替相場により円貨

に換算し、換算差額は損益として処理しております。なお、在外子会社

の資産及び負債は、在外子会社の四半期決算日の直物為替相場により

円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算

差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しておりま

す。

(４)その他四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成25年３月31日）

減価償却費 127,001千円

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成25年３月31日） 

配当金支払額　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年９月27日

定時株主総会
普通株式 94,481 19.0平成24年６月30日平成24年９月28日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自平成24年７月１日　至平成25年３月31日）

当社グループは、モバイルコンテンツ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成25年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 14円26銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 71,146

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 71,146

普通株式の期中平均株式数（株） 4,989,265

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 13円93銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 116,461

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―――

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成25年５月10日

株式会社ボルテージ

 取 締 役 会 御 中
 

あらた監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田　邊　晴　康　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 久 保 田　正 崇　 印

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ボルテー

ジの平成24年７月１日から平成25年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平

成25年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年７月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ボルテージ及び連結子会社の平成25年３月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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